
徒歩 車

楽音寺 2.5km 38分 10分 南方6069

東禅寺 3.1km 47分 15分 南方89

永福禅寺 5.5km 83分 5分 船木1112

横見廃寺跡 2.3km 35分 10分 下北方（中学校横）

梅木平古墳

手前の杜

貞丸１号古墳

同敷地内

恵美須神社 0.3km 8分 駐車場無 本郷南６丁目

佛通寺 7.2km 108分 25分 三原市高坂町許山

米山寺 2.0km 38分 15分 沼田東町納所

棲眞寺 8.6km 大和町平坂

徒歩 車

梅木平古墳 2.4km 36分 10分 下北方（中学校上方）

ほんごう古墳の里      　　　　南方尾原

専用駐車場迄 Ｒ２号線沿い

御年代古墳 　　看板設置

貞丸１号古墳
貞丸２号古墳
二本松古墳

徒歩 車

2.0km 30分 15分 高坂コース

1.0km 20分 駐車場無 塔の岡コース

新高山城跡 1.6km 24分 10分 本郷南７丁目

梨羽城跡 4.4km 66分 5分 上北方・案内大看板有

徒歩 車

白扇の滝 7.0km 110分 8分 船木矢谷

瀑雪の滝 7.3km 110分 5分 船木郷原

11.4km 170分 13分 上北方用倉

徒歩 車

広島空港
三景園

　　森林公園事務所 10km 150分

第６駐車場 11km 165分

　沼田本郷 本郷駅→距離 徒歩時間 車時間 所在地域名

天 然 水 2.1km 32分 ７分 本郷南７丁目

楽音寺

永福禅寺

瀑雪の滝

御年代古墳

新高山・高山城跡

広島空港

沼田本郷の天然水

女王滝

15分

地域名空港コース 本郷駅→距離

森林公園・第６駐車場から３５０m（1２分）多少険しい

10.5km 160分

徒歩速度＝１km/15分

歩いて見よう歴史ロマンの散歩道

瀑雪の滝を上る　160分

所要時間

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

5.7km

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

本郷駅→距離

古墳コース
所要時間

本郷駅→距離

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

13分

在所地域名

回遊；1.5時間の散歩道

85分

滝コース

本郷駅→距離

在所地域名

在所地域名

高山城跡

所要時間

所要時間
城跡コース

寺社コース
所要時間

大日堂

2.4km 36分 10分

5.7km 85分

山王社

13分

車 ＝ 山陽自動車道本郷ICからの所要時間を示す

在所地域名

本郷駅→距離

仮設トイレ１基設置

専用駐車場完備

本郷町上北方1315
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沼田文化発祥の地・本郷町

歴史文化探訪マップ

観光協会事務所

至
竹原

音

86-5649

66-3502

標高250m

第６駐車場

標高100m

三原市本郷町観光協会

ガイド案内連絡所
三原市本郷南５丁目26-11

℡0848-86-5717

平日のみ；9時～12時迄

令和４年１０月発行

音

裏面；ＱＲコード表示



広島県最大の横穴式石室で、その石の大きさや内部容積は日本 玄室は前後２室。夫々花崗岩を深く刳り抜いた家型石棺が並ぶ。
沼田川を挟んで右岸側が新高山城跡。左岸側が高山城跡。 高山城は 巨石墳に並ぶ規模である。奥行13.1m。幅2.9ｍ。高さ4.2ｍ。 その石棺の蓋石の表面は非常に優美に削られている。 特に全室
１２０６年小早川４代茂平が築城して１７代小早川隆景迄346年間の城で これらの規模から７世紀初頭の有力支配者・佐伯直の家族墓と考 の天井や羨道は一枚の巨石で築造され計算し尽された精緻な内
あった。一方新高山城は1552年隆景20歳の時の築城で隆景一代４７年 えられる。　東に接する寺院跡の横見廃寺（国史跡）は、この古墳 部構造は優れている。  様式から大陸に発達した墓制の影響を受
間の城であった。当時の沼田川は水深が深く軍船が三原港迄を往来し に葬られた氏族の氏寺的のものとして注目される。 けた６～７世紀と推測される。　 副葬品は東京国立博物館に収蔵
大いに賑わったと伝わる。　新高山城跡駐車場・普通車１０台分完備

２号古墳は１号古墳の右斜め上40mの所に位置し
１号古墳・２号古墳共に横穴式石室で石材には共
に兵庫県高砂市竜山の流紋岩質凝灰岩を使用し
ている。共に７世紀前半の円墳である。

瀑雪の滝は、沼田川沿いより北２00mの近距離に有り、滝の幅３m,高さ 　  　 永禄４（１５６１）年、 本郷村の商人達が発起して通りの中心地に建立し １号古墳は山裾を穿（うが）って石室が造られた。 玄室には１基の
３０mで、滝壺は飛沫・水煙が立ち込め涼風を呼ぶ景観である。雨上が 　  　 たもので商業の繁栄家内安全を願ってのことと思われる。 現在境内に 家型石棺が在るが蓋石は紛失している。　平成１３年（2001）
りの時、水量の多い落下の状態は瀑雪の名にふさわしい風景である。 　  　 残る石造の狛犬・石鳥居・鯛の扁額・手水鉢等々一連のものは本郷村 ３月２４日の芸予地震で崩落し、羨道前面が修復されている。
永禄4(1561)年、小早川家(新高山城)を訪れた,戦国武将・毛利元成公 　  　 石工の弥助による江戸期・天保６（１８３６）年造りである。又、大安實悟 ２号古墳は今日では封土もなく天井岩も露出している。石棺は組
は、吉田への帰路の途中、滝を見物している。（小早川文書） 　  　 尼所縁の上市地蔵も天保１４（１８４３）年弥助が刻んだものである。 合式石棺が置かれていたが解体され他所に使用されている。

特徴１．深井戸。安全安心な水。まろやかで美味しい水。 鎌倉時代、土肥氏４代目の小早川茂平は、1255年高僧威徳上人迎え 本尊は、木造宝冠阿弥陀仏坐像で平安時代前期の制作と伝わる。

特徴２．ミネラル（主成分：カルシュウム・マグネシウム）、ほどよく含有した て天台宗寺院として開山。 1290年名僧・佛照禅師により臨済宗（東福 わが国で現存する宝冠阿弥陀仏では最古の作に
軟水で、有機物（よごれ）鉄分が少ない無臭な清水です。 寺派）に改宗し菩提寺とした。 属するものと思われる。材質は榧（かやの木）

経歴　 平成14年　天然水供与開始、本郷町観光協会事業施工・経営。 本堂左側の墓苑には、茂平を弔う宝篋印塔が建つ。 という香木である。
平成23年　法人化「沼田本郷の天然水を守る会」に経営移譲。 山陽本線潜る狭隘なガードは明治27年鉄道開通当時の築造。要注意 堂の斜め前に建つ石碑の台石が貞丸２号古墳の

蓋石（竜山石）で、盃状穴がみられる。

されている。

沼田本郷の天然水は名水！

御年代古墳 国指定史跡

貞丸１号古墳

梅木平古墳 県指定史跡

貞丸２号古墳 県指定史跡
音声説明機設置瀑雪の滝

沼田本郷の天然水 蓮華山随應院

音声説明機設置

恵美須神社
音声説明機設置

大日堂

宝冠阿弥陀仏坐像→

音声説明機設置
新高山城跡 ＆高山城跡

音声説明機設置

永福禅寺 県指定文化財

新高山城跡 高山城跡

沼田川

国指定史跡

音声説明機設置

平成２９年
続100名城認定

音声説明機設置

新高山城跡
音声説明機設置

貞丸1号古墳

音声説明機設置

絹本着色釈迦涅槃図

県指定文化財 宝冠阿弥陀仏坐像

詰のの丸


